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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

4/22（火）　中野Dr　11：30来院

小笠原　文人様（45）

S61.8.25陸上自衛隊に入隊するが、S62.8.8職場上司と喧嘩をし興奮状態で寮を飛び出し翌日自衛隊中央病院へ搬送され「昔暴走族の頭だった」「人を殺した事がある」等の発言が目立ち興奮状態が続いている事から同院へ入院。S63年陸上自衛隊を退職し、S63.8.16八戸赤十字病院を受診。その後易怒性・落ち着きの無さ・近所のケーキやで大声をあげる等の症状があり、自衛隊中央病院・八戸赤十字病院へ計12回の入退院歴あり。H26.4.19八戸赤十字病院退院となり生活訓練施設青山荘への入所が決まった事から当院への受診希望あり、当院受診予定となっている。

4/22（火）　昆　サタ（94）　深澤Dr　9：30来院

H16年頃、もの忘れが気になり、東八戸病院を受診。「認知症」と診断を受けて、セロクエルの服用を開始。徐々に動作緩慢出現し東八戸病院から長谷川内科へ転院。認知機能が低下し、会話のつじつまが合わないようになり、歩行も不安定。H18年11月夫が死去。以後は、本人と夫の弟が養子縁組を行い、金銭管理を夫の弟（昆　秋夫氏）が行うようになった。H23年頃肺炎にて長谷川内科へ入院。肺腫瘍が見つかったが、年齢的に治療は難しく手術は行わなかった。入院中は寝たきりだった為、ADLが著しく低下。本人施設入所はせずに自宅で過ごしたいと希望していた為、自宅へ退院し、24時間体制でヘルパーの利用を開始した(松本家政婦紹介所)。同時期に、金銭管理をしている夫の弟に、本人の金銭管理状況について教えてほしいとお願いをしたが、拒否をされていた。夫の弟も高齢となっており、本人は財産のある方（5，000万以上）であることから、娘（養女）が弁護士へ相談。成年後見人制度の利用について勧められ、長谷川内科主治医へ相談。同院が内科であることから、専門的な精神科病院で診断書の記載をお願いするよう説明を受け、自宅から近い当院へ相談あり受診予定となっている。

